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Ⅰ． ㈱徳山オイルクリーンセンター会社概要

当社は産業廃棄物を公害のない適正な処理を行うために、周南地区の各社が出資して

昭和52年に設立した共同処理会社です。

多種類で多形態の廃棄物をロータリーキルン方式燃焼炉にて一括完全処理すると共に焼却熱

を廃熱ボイラで高圧蒸気として回収し、コンビナート工場に供給することで、廃棄物を燃料と

して熱回収リサイクルしていることが当社の特徴です。

また当社は、出資会社以外の客様からも、広く処理を受託致しております。

住所 〒745-0024 山口県周南市晴海町7番21 
電話  0834-34-2941 
ファクス  0834-31-6993 （１）沿革
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代表者 代表取締役社長 長田 聖士
環境管理総責任者 工場長 高松 勝正

太華山

新南陽駅

徳山オイルクリーンセンター

所在地

詳細

出資会社（1７社）順不同  

◇出光興産株式会社

◇株式会社トクヤマ  

◇日本ゼオン株式会社  

◇株式会社レゾナック 

◇東ソー株式会社 

◇信越化学工業株式会社

◇徳山積水工業株式会社

◇帝人株式会社

◇中国電力株式会社 

◇ＥＮＥＯＳ株式会社

◇日本製鉄株式会社

◇保土谷化学工業株式会社 

◇日鉄ステンレス株式会社 

◇三井化学株式会社

◇日本精蝋株式会社   

◇東洋鋼鈑株式会社

◇株式会社日立製作所    

黒髪島



（２）事 業 概 要
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設立年月日          昭和52年1月20日 
操業開始  昭和53年3月
資本金  2,800万円
処理量力                40トン／日 
処理施設の種類  中間処理（焼却）施設

 ロータリーキルン方式
敷地面積  ９，４０５㎡

廃棄物の分類と徳山オイルクリ－ンセンターで処理できるもの

特別管理

一般廃棄物

その他

一般廃棄物

ＰＣＢ，ダイオキシンを含むもの

病院・診療所からの感染性のもの

一般廃棄物

廃棄物
（一般）

産業廃棄物

廃酸 ｐＨ：2以下

廃棄ｱﾙｶﾘ ｐＨ：12.5以上

指定有害廃棄物

硫酸ピッチ

特定有害産業廃棄物
ＰＣＢ・石綿・水銀等

感染性産業廃棄物
特別管理

産業廃棄物

産業廃棄物

取扱いできません取扱い可能です

廃油

汚泥

廃プラ

廃酸

廃アルカリ

廃 油

汚 泥

廃 酸

廃アルカリ

揮発油類、灯油類 及び 軽油類

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、
四塩化炭素、1.2ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1-1ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ、ｼｽ1,2ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ、1･1･2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 、 1,3ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾍﾟﾝ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ又は
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ  を含むことのみにより有
害なものに限る

木屑・紙屑・繊
維屑・動植物性
残渣・ゴム屑・

煤塵

年　度
2020年度 2021年度 2022年度

処理量（㌧） 11,568 10,901 10,527
受託量（㌧） 11,735 10,478 10,543

売上高（億円） 4.16 3.96 3.92

活動規模



活動体制
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17名

社  長

苦情受付窓口

徳山オイルクリ－ンセンター

Ｔｅｌ 0834-34-2941

Ｆａｘ 0834-31-6993

3名

庶務担当者
12名

外部からのクレーム

13名

環境管理総責任者

工場長

法対応責任者

事務長

工場運転責任者

係長

顧客対応責任者

営業部長

班 員班 員班 員

2023年度体制

Ａ班 班長 Ｂ班 班長 Ｄ班 班長Ｃ班 班長

班 員

1名

従業員 19名 2023.41 現在

日勤班 班長

1名

班 員

交替班（Ａ～Ｄ班） ８名日勤班 4名

1名

19名

2名

社長付 1名

（3）産業廃棄物処理業の許可

処理業の許可

※ H25.03.21付で 産業廃棄物処分業 及び 特別管理産業廃棄物処分業において、
優良産廃処理業者認定制度に係る「優良認定」の許可証の交付を受けました。

優
良

許可の種類 許可番号 許可年月日-期限年月日 許可者

産業廃棄物処分業 第03523003685号 R4.05.21 – Ｒ１１.05.20 山口県知事

特別管理産業廃棄物処分業 第03573003685号 R4.05.21 – Ｒ１１.05.20 山口県知事

◇社長
「環境経営方針」の策定を初めとする環境に関する全ての統括者

◇環境管理総責任者
環境管理全体の具体的管理・指揮および実践における全体責任者

◇工場運転責任者 兼 技術管理者
工場内における産廃処理設備の日常運転時の環境管理実行責任者

◇法対応責任者
国・県・市の関係法令や条令・届出等に係る公的機関対応責任者

◇顧客対応責任者
産廃排出者との受託物に係る環境関連事項の調整責任者

◇班長
環境管理を実務として遂行し、班員を監督・指導責任者

◇班員
実務を班長と共に実施する担当者

Ｐａｇｅ（3 ／ 26）



（4）処 理 工 程
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冷却機

送風機

排ガス除害塔

固形物等投入設備

ドラムコンベヤー

廃油

送風機

ローターリー
キルン

水封コンベヤー

灰出しコンベヤー

（海域放流）

高圧蒸気 コンビナートへ送気

二次燃焼室

ばい塵

混練機

汚泥

固形物調整庫

廃熱ボイラー

Ｍ

助燃油

ミストセパレーター

工業用水

ＮａＯＨ

詳細：次ページ

排水処理設備

排水

最終処分地へ

燃え殻

排
ガ
ス
サ
ン
プ
リ
ン
グ
口

◇廃油、廃溶剤、廃汚泥等は、送液ポンプでキルンに投入し、固形物類※は 均質に混合した後、

  ドラムコンベアーおよびドラムエレベーターで搬送されキルン上部より投入します。焼却調整用

  として、廃溶剤を助燃油として使用しています。

  ※固形物処理の方法は、非常にユニークな方法で行っています。詳細を次ページにて述べます。

◇ロータリーキルンにて高温燃焼した後、排ガスの熱量は高圧蒸気発生により熱回収します。

その後、減温塔で冷却し、バグフィルター集塵機による除塵およびアルカリ（ＮａＯＨ）

水溶液で接触洗浄し除害したのちクリーンとなった排ガスはスタック（煙突）から放出されます。

◇排ガスを洗浄したアルカリ水溶液は、曝気処理後、ｐＨ調整や濾過、活性炭吸着、キレート処理

をしたのち、海洋に放流します。H20年度に排水中のＳＳ分を効率的に除去する為、「凝集沈殿

 ⇒自動ろ過」設備を設置し、順調に稼働しております。

◇燃え殻及び薬剤と混練された煤塵（飛灰）は最終処分地や再資源化のため、契約先へ搬出してい

ます。

バグフィルター集塵機

減温塔

2022年春に減温塔と
バグフィルターに更新



（5）ユニークな固形物処理

１日の処理本数
１００～１５０本

ドラム
エレベーター キルン

ドラム搬送コンベアー

再び充填

Ｐａｇｅ（5／ 26）

空ドラムはリターン

リターンコンベア

空
ド
ラ
ム
は
再
び
固
形
物
調
整
庫
へ
戻
る

徳山オイルクリ－ンセンター

固形物調整庫
※固形物 タンクに貯蔵するもの以外は全て「固形物」としております。

種々の固体・廃プラ・汚泥等
を均質に攪拌・混合します

徳山オイルクリ－ンセンター

投
入
用
ド
ラ
ム
缶

に
充
填

ドラム搬送コンベアー

自
動
で
キ
ル
ン
に

投
入
さ
れ
て
い
く

長年の廃棄物処理の経験に基づいたノ

ウハウを活かして、多種類で多形態に渡

り、自動化が非常に困難な固体・廃プ

ラ・汚泥等の産業廃棄物の処理を可能に

して来ました。

また、多種類の固形の廃棄物類を均質

に混合する事により、燃焼が平均化され

キルンの寿命延長にも効果を発揮してお

ります。

ドラム缶の内容物（固形廃棄物）の投入

は、シーケンサーにて制御され、夜間も、

２名の交替員により運転管理されて、24

時間の連続自動運転となっております。

投入容器のドラム缶は、充填⇒投入⇒リ

ターン⇒充填のサイクルを繰り返します。

一方、種々の廃棄物を調整庫内で混合の
作業を行いますので 以下の様なものを
苦手としています。

※処理物の形態や物性による処理可否
については、お問い合わせ下さい。

◇反応性のある物質

廃棄物同士の混合の際や水を加えた

時に反応する物質は発熱・固化・ガス

発生等の危険を伴います。

◇微粉のもので、粉塵が舞う物質

安全・作業環境の両面から問題があ
ります。

◇ドラム缶に固着して出てこない物資

作業上取り出しが非常に困難です。

この結果 45年間の安定操業が

実現されて来ました。

ド
ラ
ム
搬
送

コ
ン
ベ
ア
へ

乗
せ
る



◇処理能力 ４０ ㌧／日

◇設備

・廃油・汚泥タンク １５０㎥  : ２基 ３０㎥  :  2基

・助燃油タンク ３０㎥     :   4基

・固形物調整庫 1 棟

・屋外貯蔵所          ２，０００㎡

・焼却炉 ロータリーキルン

１ 基----１２ｍのキルン長を持ち、十分な高温と滞留時間を有しています。

 燃え殻はスラグ化し熔融状態となり、水封コンベアに排出され

て 固化します。

・廃熱ボイラー   １ 基----焼却に伴う燃焼熱を高圧蒸気で回収するサーマルリサイクルと

なっており、この高圧蒸気は、コンビナート内で有効に活用されて

います。また一部を自家消費蒸気として、加熱等に利用しています。

労働安全衛生法に従って、年１回の点検検査～性能検査を受けて

います。

   ・バグフィルター集塵機 1 基----パスルジェット式円筒濾布の集塵機で、連続で除塵しています。

・その他設備 排ガス除害設備 ・ 排水処理設備 ・ 飛灰混練設備 ・ 保安設備 等

（6）設備内容

ロータリーキルン

ロータリーキルン

廃熱ボイラー
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排ガス除害設備

スタック

冷却器

誘引通風機

2022年春に減温塔とバグフィルターに更新

バグフィルター集塵機

減温塔
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空気酸化槽
砂濾過槽

凝集沈殿槽

廃油汚泥タンク類

ドラム缶類の貯蔵場所

消火用ポンプ

汚泥脱水機

炉内等監視モニター

中央制御機器

薬注ポンプ

飛灰混練機



Ⅱ． 環 境 経 営 方 針
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１. 環境経営理念

２. 環境経営方針

制定：平成１８年１２月 １日
改訂：平成２０年 ４月３０日

↓
見直：平成２４年 ４月 １日

↓
年度見直：20２3年 ４月 １日

㈱徳山オイルクリ－ンセンター

代表取締役社長 長田 聖士

株式会社徳山オイルクリーンセンターは、環境経営の考えを念頭に、環境関連法規遵守の

もと、社内外の環境負荷を継続的に低減し、生活環境の保全に努めると共に、優良産業廃

棄物処理業者として産業廃棄物を適正に、効率的に処理する事で顧客満足度を高め、地域

および社会の安全･安心に貢献する。

（１）エコアクション２１の環境経営システムを運用し、環境経営目標に対して、定期的な見直

しを行いながら、課題を洗い出すと共にチャンスと捉え継続的改善に取組む。

（2）環境負荷低減のための実施事項

◇省エネルギー、省資源（燃料、電気、水等の使用量の削減）に努める。

◇廃熱回収により地球温暖化の原因となる炭酸ガス排出量の削減に努める。

◇排出廃棄物量を削減する。

◇事業活動および自然起因の災害（火災、爆発、労働災害、地震等による災害）の未然防止

及び適切な防災処置に努める。

◇事業活動に伴う、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音公害、振動公害、その他環境汚染

の防止に努める。

◇使用する備品、オフィス用品についてグリーン購入法に準じた購入を行う。

（３）運転管理レベルの向上のため、作業手順書の充実等を推進し、安定運転の継続の基に処理

増のための運転方法・設備の改善も推進する。

（６）環境経営教育を通じ全社員に環境経営方針の理解と環境保全に対する意識向上に努める。

（７）地域の環境整備・美化活動に積極的に参加する。

（５）環境経営理念と方針を、全社員に周知すると共に社外に公表する。

（４）環境関連法、特に廃棄物法の遵守を図り、廃棄物の適正処理、環境保全等に努めると共に、

設備の維持管理や経営に関する情報を適宜開示する。



（1）関連法規等一覧表 と 2022年度 遵守状況
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上記関連の法令等や苦情等の状況

Ⅲ． 関 連 法 規 類

法規制、条例等の名称 該当する設備、適用 測定、点検等 届出・報告 届出・報告先 遵守確認

廃棄物焼却炉 適正処理、契約書の確認 産廃処分業許可証の更新
一般 R4.5.21
特管 R4.5.21

廃棄物保管 ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの管理、保管 ﾏﾆﾌｪｽﾄ遅延時の届出 月次確認

優良事業者認定 情報公開（全１６項目） 変更･更新の都度、月次･年次更新 HP
毎月掲載

（次月中旬）

産業廃棄物処理施設 定期検査（５年３ヶ月毎） 山口県 適合 R04.05.10

大気汚染防止法
ばい煙発生施設（廃棄物焼却炉）
水銀排出施設

年２回測定（自主） (ばい煙発生施設実態調査) 周南環境保健所
2022.6.7

2022.12.6

悪臭防止法 なし
公害防止協定（努力義務あ
り）

周南市環境政策課 2022.8.2

水質汚濁防止法 特定施設 毎月１回測定 月次（環境保全協定） 周南市環境政策課
2022年度

月例業務計画表

瀬戸内海環境保全特別措
置法

特定施設 隔週（14日以内）１回測定 年２回 周南環境保健所
2022年度

月例業務計画表

騒音規制法 IDF、FDF、空気圧縮機
２ヶ月毎に測定
（奇数月の15日）

月次（環境保全協定） 周南市環境政策課
2022年度

月例業務計画表

振動規制法 空気圧縮機 年１回測定 月次（環境保全協定） 周南市環境政策課 2022.7.7

特定施設　大気
排ガス
排水　　　　年１回測定

2022.6.3
2022.12.2

特定施設　水質
燃え殻
ばいじん　　年２回測定

県環境保健所立入
総合排水

2022.7.27

廃棄物焼却炉、排ガス洗浄施設

ばい煙に係る特定施設 年２回測定 2022.6.7
2022.12.6

騒音に係る特定施設
２ヶ月毎に測定
（奇数月の15日）

2021年度
月例業務計画表

危険物一般取扱所
消防設備点検

運転開始、停止の報告 2022.10.17

屋外タンク貯蔵所 タンク外観点検
2022年度

月例業務計画表

指定可燃物貯蔵所 装置変更時の届け

労働安全衛生法 ボイラー及び圧力容器 性能検査 年１回
登録検査機関

日本ボイラー協会
2022.10.14

性能検査

変更届 都度 徳山労働基準監督署 －

計量法 トラックスケール 所在場所定期検査 1回/２年 山口県知事 2021.11.17

浄化槽法 浄化槽 清掃・点検 年1回 周南環境保健所 2022.06.02

廃棄物受託量、種類 １ヵ月ごと 毎月
毎月

（次月中旬）

排ガス 年２回 年２回 '2022.6.7
2022.12.6

排水 毎月１回 毎月
2022年度

月例業務計画表

排水（健康項目） 年１回 報告義務なし
（Ｈ２３年４月以降）

2022.7.11

騒音 年６回 自主検査（年6回）
立ち入り測定

2022年度
月例業務計画表
立入：2022.8.24
　　　（排水）

振動 年１回
自主検査（年１回）
立ち入り測定

悪臭 努力義務あり 立ち入り測定
2022.8.2
立入：悪臭

燃殻の払い出し量 １ヶ月ごと 毎月
毎月

（次月中旬）

燃殻の溶出試験 年３回 年２回
2022.6.7

2022.12.2

山口県循環型社会形成推
進条例

廃棄物処理実績、県外廃棄物
◇年間処理実績：年度ごと
◇県外受託は、6ｹ月ごと
　　　　（100～1000ﾄﾝ）

周南環境保健所 年1回

廃棄物処理法

周南環境保健所

消防法 周南市消防本部

周南市との

     「環境保全協定」
周南市環境政策課

ダイオキシン類対策特別
措置法

年１回 周南環境保健所

山口県公害防止条例

2020年度 2021年度 2022年度

　法令違反 なし なし なし

　行政指導 なし なし なし

　訴訟の有無 なし なし なし

　住民からの苦情等 なし なし なし
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廃棄物処理に直接係る法規類は多くのものがあります。その内で、作業や取扱いに

関する免許や資格の取得が義務付けられているものが多々あります。

可燃性物質を取り扱う危険物取扱法、ボイラーの運転・管理に係る労働安全衛生法

等があります。これらの取扱いや運転における資格類は、事務部門を除く全ての社員

を対象にして取得に励んでおり、 基本的には、１００％の取得を目指しています。

以下に 代表的な資格類の取得状況を示します。

（2）免許等の取得状況

これら免許取得や各種技能講習は、社員教育の一環と位置づけており、取得に

向けて、積極的に支援しております。

【その他有資格一覧】

・衛生管理一種
・電気工事士
・産業廃棄物管理者

廃棄物の安全な取扱い処理に努めています。
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※ 購入データ使用

（１）受託数量、薬品・燃料使用量、蒸気発生量

Ⅳ． 環境関連基礎データ

単位 2020年度 2021年度 2022年度

焼却数量 トン 11,568 10,901 11,527

受託数量 トン 11,735 10,478 10,543

廃プラ　比率 10.1% 10.9% 8.1%

廃油　　比率 ％ 63.1% 56.2% 69.8%

汚泥　　比率 13.3% 16.5% 22.1%

購入電力 kWｈ 1019.7千kw 947.6千kw 1126.1千kw

灯油 Ｌ 6,040 4,000 4,580

A重油 Ｌ 0 0 0

ＰＥ廃油 Ｌ 694,690 656,150 616,380

有価品　　廃溶剤 Ｌ 1,580,020 1,004,410 976,220

液化石油ガス(LPG) ｋｇ 288 275 255

ガソリン Ｌ 343 388 444

軽油 Ｌ 11,029 11,018 9,737

苛性ソーダ ｋｇ 115,908 115,754 89,800

塩酸 ｋｇ 2,470 2,470 2,500

次亜塩素酸ソーダ ｋｇ 0 0 0

濾過砂 ｔ 18 24 24

プレーナー木屑 ｔ 51 47 38

アッシュナイトＲ２０２ ｔ 6 5 15

用紙類 枚 27,000 28,400 24,870

熱供給（蒸気）発生量 37.56 千トン 37.92 千トン 36.73 千トン

熱供給（蒸気）送気量 トン 33.60 千トン 33.52 千トン 32.20 千トン

熱供給（蒸気）自家消費 3.93 千トン 4.40 千トン 4.50 千トン

上水 ㎥ 967 941 911

工業用水 ㎥ 82.79 千トン 81.74 千トン 87.77 千トン

純水 ㎥ 39.44 千トン 39.82 千トン 38.72 千トン

海域排水量 ㎥ 54.43 千トン 54.50 千トン 53.11 千トン

工業用水蒸発量 ｔ 28.36 千トン 27.24 千トン 34.66 千トン

蒸発割合 ％ 34% 33% 39%

排水　ＣＯＤ（年間平均値） ppm 2.84 2.29 1.93
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（２）環境への負荷の状況 （取りまとめ表）

（３）年間処理数量・最終処分量

単位 2020年度 2021年度 2022年度

①　温室効果ガス排出量 二酸化炭素 Kg-CO2 30,775,495 25,830,775 26,455,180

kg-CO2

②　受託した産業廃棄物の処理量 中間処理量 ｔ 5,691 6,284 5,083

(特管） ｔ 5,877 4,617 5,443

　　うち再資源化等量 ｔ 11,566 10,900 10,462

最終処分量 ｔ 0 0 0

中間処理後の産廃の処分量 ｔ 447 407 352

中間処理後の産廃の再資源化等量 ｔ 130 110 79

➂　廃棄物等総排出量 及び 再使用 ｔ 0 0 0

　　廃棄物最終処分量 再生利用 ｔ 0.07 0.07 0.07

一般廃棄物 熱回収 ｔ 0.10 0.10 0.09

単純焼却 ｔ 0.00 0.00 0.00

最終処分量 ｔ 0 0 0

再使用 ｔ 0 0 0

再生利用 ｔ 0 0 0

産業廃棄物 熱回収 ｔ 0 0 0

単純焼却 ｔ 0 0 0

最終処分量 ｔ 316 298 273

④-１　総排水量 公共用水域 ｍ
3 54,429 46,766 53,112

下水道 ｍ
3 0 0 0

④-２　水使用量 上水 ｍ
3 967 941 911

工業用水 ｍ
3 82,788 81,676 87,767

地下水 ｍ3 0 0 0

純水 ｍ3 41,885 39,979 38,724

⑤　化学物質使用量 メチルナフタレン（Ａ重油） kg 0 0 0

kg 0 0 0

⑥ 　総エネルギー使用量 購入電力 （新エネルギーを除く） MJ 10,023,368 9,314,943 11,069,583

化石燃料 MJ 86,521,243 63,044,074 60,480,877

新エネルギー MJ 0 0 0

その他 MJ 0 0 0

⑦　物質使用量 資源使用量 ｔ 2,294 1,429 1,536

循環資源使用量 ｔ 0 0 0

⑧　サイト内で循環的利用を 利用された物質量 ｔ 0 0 0

　　行っている物質量等 水の利用量 ｍ
3 0 0 0

２０２2年度

汚泥 1,661

廃油 1,342

廃酸 103

廃アルカリ 860

廃プラスチック類 1,053

木くず 65

特管汚泥 296

特管廃油 5,147

（がれき類） 0

汚泥 1,957

廃油 6,489

廃プラ 1,053

廃アルカリ・廃酸 963

10,462

10,527

0

（燃え殻）

（木くず） 0

（がれき類） 0

（燃え殻） 79.0

79.0

352.0

コンクリート成型骨材

再資源化等量小計

　　中間処理後処分量合計

後の産業

廃棄物

再資源化等

0最終処分

最終処分量合計

最終処分

管理型最終処分場

273.0
中間処理 （委託）

うち再資源化等
焼却

再資源化等量小計

年間受託処理数量　合計

（がれき類） （安定型最終処分場）

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等

中間処理

（破砕・焼却）

焼却

（破砕）
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※購入電力のＣＯ２排出係数は0.677 (kg-CO2/kWh)を使用
（平成31年度中国電力㈱）

ＣＯ２ 排出量

CO2の発生源 比率

2022年度ＣＯ2発生割合データ

100.0％

（４）温室効果ガスの排出状況

消費量
（A)

排出量

（kg-CO2）
割合（％）

ｋＷｈ 1 ,126 ,102 762 ,371 2 .9%
灯油 Ｌ 4,578 11,408 0.0%
A重油 Ｌ 0 0 0.0%
都市ガス Ｌ 0 0 0.0%

エ 化 液化天然ガス(LNG) ｋｇ 0 0 0.0%
ネ 石 液化石油ガス(LPG) ｋｇ 255 766 0.0%
ル 燃 ガソリン Ｌ 444 1,030 0.0%

二 ギ 料 軽油 Ｌ 9,737 25,553 0.1%

酸 ー 有価品　廃溶剤 Ｌ 976,220 2,561,933 9.7%
化 消 ポリエチ　廃液 Ｌ 616,380 1,535,976 5.8%
炭 費 化石燃料合計 4 ,136 ,666 15 .6%
素 そ 熱供給 ＭＪ 0 0 0.0%
排 の

出 他 その他合計 0 0 .0%
量 エネルギー消費合計 4 ,899 ,037 18 .5%

ｔ 6,489 18,818,634 71.1%
産 ｔ 1,053 2,737,509 10.3%
廃

廃棄物焼却処理合計 21 ,556 ,142 81 .5%
二酸化炭素合計 26 ,455 ,180 100 .0%

廃油
廃プラスチック

単位

合計（年）

購入電力

発生源 ％

廃油 71.1%
廃プラスチック 10.3%
ポリエチ　廃液 5.8%
有価品　廃溶剤 9.7%
熱供給 0.0%
購入電力 2.9%
Ａ重油 0.0%
軽油 0.1%
灯油 0.0%

液化石油ガス(LPG) 0.0%

ガソリン 0.0%



CO2の発生源別 排出量

１時間当たり

3.02㌧排出

１分間当たり

50.3kg排出

１日当りのCO2排出量： 72.5㌧
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年間２６４５５トン  

大部分のCO2は  受託した産業廃棄物の焼却から発生

廃油・廃プラから 59.1ｔ/ｄ （ 81.5％ ）

CO2発生源別排出量（ｋｇ）



Ⅴ．2022～25年度 環境経営目標一覧表
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※赤字は設備更新により変更箇所及び実績反映による目標等見直し
基準年
2018 2022 2023 2024 2025

◇経営に貢献する活動へ

◇2017年度ガイドラインでの更新審査

電力原単位
ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ装置更新

の為変更
◇不要な照明の消灯

95 95kWh/㌧以下 95kWh/㌧以下 95kWh/㌧以下 95kWh/㌧以下
◇空調温度の適正化(冷房28℃、暖房
20℃）

（kWh/㌧） ◇インバーター機器への更新

◇電灯の省エネタイプ（ＬＥＤ）への更
新

◇ボイラー定修時の清掃・整備による熱
回収維持

助燃油原単位 ◇助燃油バーナーの効率化検討

0.204 0.210以下 0.200以下 0.190以下 0.180以下 ◇廃棄物の燃える物の向上

(ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) ◇安定的高熱量助燃油の探索と確保

年間使用量 ◇現状維持管理

29,500 ◇裏面使用・裏表印刷・割付印刷の徹底

（枚） ◇電子メールの活用

埋立処分量
ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ装置更新

の為変更
◇燃え殻の再利用の調査、検討

３００㌧ 478㌧以下 478㌧以下 478㌧以下 478㌧以下 ◇新規再利用先の探索と契約実行

年間使用量 ◇現状維持管理

80,300㌧ 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 ◇不要な冷却水の停止

◇回収水の有効利用の検討、調査

適正処理 ◇日常定期での設備点検不具合是正

漏洩防止 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇運転、受入時の安全作業管理

公害防止 ・巡回点検 ・巡回点検 ・巡回点検 ・巡回点検 ◇緊急時の訓練、安全活動

土壌汚染の防止 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ◇腐食老朽化設備の更新、補修

ﾏﾆﾌｪｽﾄの管理 ◇マニュフェスト伝票のチェック

許可証の管理 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇許可証、契約書のチェック

契約書の管理
・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

◇新法規、規制等への対応

環境規制管理値の遵守
・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

◇月例測定・点検の確実な実施

工場周辺の美化 ◇工場廻りゴミひろい

産廃協会のボランティ活動 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇　　〃　　除草

・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ◇不法投棄物回収ボランティア活動参加

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 　（産廃協・県・市）

◇購入品の調査、見積り、検討

◇グリーンマーク、エコマークのついた物を購入す
る。

目標・手段
年度毎目標

29,500 以下
（枚）

積極的に購入積極的に購入 積極的に購入

29,500 以下
（枚）

29,500 以下
（枚）

積極的に購入

継続審査

熱回収量22％以上

(8)環境への配慮 グリーン購入 事務所

(5)安全管理
工場

事務所

(6)法規順守
工場

事務所

(7)環境美化 事務所

産業廃棄物の削減

（燃え殻/ばいじん）
工場

(4)省資源
節水

（工水+上水）

工場

事務所

(3)廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

（コピー用紙）
事務所

熱回収量22％以上

29,500 以下
（枚）

継続審査

(2)省エネルギー

電力の省エネ
工場

事務所

廃熱回収 熱回収量22％以上

経営環境方針 環境目標項目 担当部署

助燃油の削減
（助燃油原単位の低減）

工場

事務所

熱回収量２２．
２％

熱回収量22％以上

中間審査
(1)環境マネージメン
トシステムの運用

エコアクション21
システム構築、運用、見直し

工場

事務所

工場

中間審査
特別管理廃棄物処分

業者許可審査
産業廃棄物処分業許

可審査
産廃施設の定期検査



◇省エネ課題については、バグフィルター運転開始初年度もあり、当初想定した原単位よりオーバーした。

バグフィルター更新後、設置した関連機器の電力量の使用が当初想定した以上に多かったと思われる。

2023年度は原単位を修正して管理していく。

◇受託廃棄物が燃えやすくその影響で助燃油が低下し目標達成出来た。今後、受託物が少ない中、燃える物

だけが選択することは難しいが、営業と連携を密にして、受入れ原単位の安定、収益の向上を目指す。

◇2022年度 EA21中間審査は合格となった。また、産廃と特管処分業の許可証更新申請合格、優良処

理業者認定更新申請合格、県環境保健所による産廃施設の定期検査合格となった。

◇2023年度も引続きＥＡ21更新審査合格に向けて活動をする。

Ⅵ．主な活動状況 （１/2）
Ｐａｇｅ（16／ 26）

（２）省エネルギー

（１）マネージメントシステムへの取り組み

数値目標欄の判定記号について
○＝目標が達成できた（月次･累積共に目標を達成）
△＝概ね目標が達成できた（月次又は累積のどちらかが目標を達成） ×＝目標が達成出来なかった

月々の実施状況 ：●＝実施した ×＝活動しなかった

（３）廃棄物の削減

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①環境経営方針の作成・振返り ① ●
株主会議

● ●
運営会議

● ●
運営会議

● ●

②環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ ② ● ●
中間審査

●

③環境への取組の自己ﾁｪｯｸ ③ ● ●
中間審査

●

④環境経営目標の設定（中期・年
度）

④ ●

⑤前年度環境レポートの作成 ⑤ ●

⑥計画による活動の推進 ⑥ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑦環境安全の教育訓練（計画・実
行）

⑦ ● ● ● ●

⑧達成状況の確認（月例会議） ⑧ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑨運営・株主会議での経営報告 ⑨ ● ● ● ●

⑩年度予算・修正予算作成 ⑩ ● ●

活動状況の評価　●実行済 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

目　標 具体的達成手段
責任者
担当者

項目Ｎｏ
2022年度

環境経営マネージメントシ
ステム

◇エコアクション２１
　2017年度版更新
　
　

社長

工場長

工場長

工場長

工場長・係長

各担当

工場長

工場長

社長

担当者

判定

SDM SDMSDM SDMSDM

◇更新後のバグフィルター集塵機は、長時間にわたるトラブルのなく安定して運転出来た。また、受託量の

減少で当初計画した焼却量より少ない影響もあるが、「燃え殻・ばいじんの削減」は、478ﾄﾝ/年以下に対し

て、283ﾄﾝ/年となり目標達成。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①環境負荷の低減活動の推進
　用役使用量の管理と削減（SDＭ以
外）
　電気原単位　95kwh/㌧（通常）

① 147.0 97.9 103.9 95.2 139 97.5 124.4 123.6 114.3 109.8 105.9 96.3

②廃棄物・助燃燃焼による熱回収
　の維持改善（定修工事除く）
　ボイラー廃熱回収量　22%以上

② 26.7 25.6 25.3 21.2 24.6 24.0 24.9 23.4 24.8 21.3 22.3 22.1

③助燃油原単位の改善
　燃焼効率化・タンク仕分け等
　効率化での原単位改善挑戦
予算原単位　210ℓ/㌧

③ 232.0 206.8 227.4 200.1 149.0 92.6 32.6 95.4 153.0 109.8 206.6 190.5

- × × × × × - × × × × ×

- ○ 〇 × ○ ○ - ○ ○ × ○ ○

- ○ ○ 〇 ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物の熱回収・省エネ
の推進による環境負荷の
低減の推進
◇電力の省エネ

◇ボイラー廃熱設備の
　管理による熱回収の
　維持・向上

◇助燃油原単位の向上
　

工場長

工場長・係長

工場長・係長

活動結果の評価

数値の判定
〇→月次目標値達成
△→月次目標値95%達成（KW以下）
×→それ以下

①評価

②評価

③評価

目　標 具体的達成手段
責任者
担当者

項目Ｎｏ
2022年度

SDM SDMSDM SDM

SDM

SDM

SDM

SDM

SDM

SDM

受託減に
よる停止

受託減に
よる停止

SDM

責任者

担当者 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①燃殻・ばいじん埋め立て量削減
　　478㌧/年以下

工場長 0 18.67 16.22 26.19 27.57 9.22 0 32.32 59.76 18.49 26.26 47.46

　　39㌧/月以下
(ダイセキを除く）

- 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×

具体的達成手段 項目Ｎｏ
2022年度

燃殻(埋め立て量)の削減

 

　
 

①

数値の判定

SDM SDM



◇人身事故ゼロ・重大災害ゼロ達成、「顕在ウッカリヒヤリ」目標１０件以下を達成出来た。

処理困難物のトラブルは時々有るが、営業担当を通じて排出事業者への徹底を再度図る。

Ｐａｇｅ（17／ 26）

（４）省資源

Ⅵ．主な活動状況 （２/2）

◇水資源は設備の延命及び衛生面から現状維持管理項目とする。目標83000ｍ3をオーバーした。

維持管理項目ではあるが引続き節水に心掛けていく。

（５）安全管理

◇用紙類の削減は、維持管理項目としている。目標29500枚を達成した。維持管理項目ではあるが今後

も無駄なコピー削減に心掛けていく。

（３）省資源

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

目標 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

顕在ヒヤリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇無事故無災害の継続

具体的達成手段

活動結果の評価

ヒヤリハット件数・事故災害
〇→累計･月次ともに達成
△→累計･月次いづれか達成
×→累計･月次ともに未達

責任者
担当者

月別

累計（10以下）

ヒヤリの判定（累計）

目　標

安全操業の継続
　人身事故　ゼロ
　重大災害　ゼロ

◇安全活動の推進による
　無事故無災害の継続
　

◇顕在ウッカリヒヤリ
　10件以下目標

◇防災訓練・安全教育
　による安全技術向上

　

①日々の引継ぎ・始業前での
　報連相による作業抜け防止
②設備・受託物等ヒヤリハット
　 対応周知での再発防止
③作業における保護具の適切な
　着用による事故の防止
④防災訓練・教育による対応

2022年度

工場長・各班長・
係長

項目Ｎｏ

SDMSDM

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①ミスコピーの防止 ① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②裏面使用の徹底 ② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ 不要FAXをしない ③ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

実績 2,350 1,950 1,940 1,850 2,010 1,830 1,860 1,750 2,010 2,250 2,950 2,120

枚 2,350 4,300 6,240 8,090 10,100 11,930 13,790 15,540 17,550 19,800 22,750 24,870

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

活動結果の評価（数値）

数値の判定
〇→累計･月次ともに達成

△→累計･月次いづれか達成
×→累計･月次ともに未達

用紙類の削減
目標： 2022年度目標
       　　29500枚
　　　【維持管理項目】

各班長

係長

工場長

月別

年度累計

数値の判定

目　標 具体的達成手段

責任者

項目Ｎｏ

2022年度

担当者

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①不要な冷却水の停止 ① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②バルブを確実に閉める ② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ 回収水の利用の検討、調査 ③ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

実績 5,144 7,041 7,531 6,947 5,280 7,286 3,875 7,611 8,920 9,998 9,503 9,542

㎥ 5,144 12,185 19,716 26,663 31,943 39,229 43,104 50,715 59,635 69,633 79,136 88,678

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

目　標 具体的達成手段

責任者

項目Ｎｏ

2022年度

担当者

各班長

係長

工場長

月別

年度累計

数値の判定

節水（工水＋上水）

目標：2022年度目標
       　　83000㎥
　　　【維持管理項目】

活動結果の評価（数値）

数値の判定
〇→累計･月次ともに達成

△→累計･月次いづれか達成
×→累計･月次ともに未達



◇運転は廃棄物処理法に準じて運転出来ている。

◇本年度、バグフィルター集塵機に更新となったが、環境管理値の超過は無かった。

引続き、環境管理値を遵守していく。

Ｐａｇｅ（18／ 26）

Ⅵ．主な活動状況 （２/2）

（６）法規遵守

（７）環境美化・環境への配慮

◇環境ボランティア活動を企画し、コロナ禍ではあるが積極的に行動した。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①計画による施設の法規制箇所の
　分析測定での結果確認

① ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②新規規制値・分析結果の異常時
　等への迅速適切な対応・是正 ② ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

項目Ｎｏ

営業・事務・担当

責任者
担当者

① ● ● ● ●● ● ●

2022年度

●● ● ● ●

工場長

規制値外れなし

活動結果の評価（数値）

数値の判定
〇→目標を達成
×→目標を未達

具体的達成手段目　標

環境苦情等なし

環境規制の適切な
対応と管理

◇計画に基づく分析
　による点検管理
　規制値内での管理

◇新規規制値・結果
　異常時の迅速な
　対応

①マニフェストの適正管理
　　適正管理と不具合時の迅速な
　　対応是正

廃棄物処理法の遵守

◇マニフェストの
　適正管理

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境美化活動の推進 ①所内５Ｓ活動の推進
　社外ボランティア参加（1回/年）
②グリーン購入

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2022年度

①評価

責任者
担当者

項目Ｎｏ具体的達成手段目　標



Ｐａｇｅ（19／ 26）

活動における各指標の実績評価と反映

電力原単位は、バグフィルター運転開始初年
度もあり、当初想定した原単位よりオーバーし
た。バグフィルター更新後、設置した関連機器
の電力量の使用が当初想定した以上に多かった
と思われる。 2023年度は原単位を修正して
管理していく。

ボイラーの廃熱回収はトラブル停止がなく、
目標達成出来た。今後も継続して設備管理の充
実を図りトラブル停止を無くしていく。

受託廃棄物が燃えやすくその影響で助燃油が低
下し目標達成出来た。今後、受託物が少ない中、
燃える物だけが選択することは難しいが、営業と
連携を密にして、受入れ原単位の安定、収益の向
上を目指す。

水資源の使用量は現在、設備の損傷防止対応と
上水の衛生管理面から維持管理項目としている。

更新後のバグフィルター集塵機は、長時間にわ
たるトラブルのなく安定して運転出来た。また、
受託量の減少で当初計画した焼却量より少ない影
響もあるが、「燃え殻・ばいじんの削減」は、
478ﾄﾝ/年以下に対して目標達成。



Ⅶ． 経営者による見直し

Ｐａｇｅ（20／ 26）

項目 見直し内容及び評価

環境経営方針 202３年4月1日改定

環境目標の実績

①マネージメントシステムへの取組み

・EA２１更新審査の合格した。

②省エネルギー

・電力原単位は、集塵機更新の初年度でもあり、電力使

用量が想定以上で未達であった。今後、実績を基に修

正する。

・各省エネ目標を安定運転の継続により達成した。

③廃棄物の削減

・燃殻、ばいじん量の削減については、達成した。

・用紙類の削減は、達成した。

④省資源

・節水は未達であった。今後も節水に心掛けていく。

⑤安全管理

・無事故・無災害の達成、設備・運転関連のヒヤリ10件

以下は達成できた。今後も安全管理を推進する。

⑥法規遵守

・廃棄物処理法に準じて運転は出来ている。

⑦環境美化・環境への配慮

・環境ボランティア活動を企画し、コロナ禍ではあった

が積極的に行動した。

環境経営計画

取組み事項の確実な推進により、その成果が着実に現れてき

ているので、活動を継続し全員が一丸となって目標達成に向

けて努力します。

総評

EA２１活動は地道に行われ、定着していると判断します。

引き続き、安定した環境パフォーマンスを維持するための活

動を推進して行きます。今後は、引き続きE21活動が我々の

経営活動、地域への貢献活動として社員の業務遂行が自覚で

きる目標や達成値を定め、全員で活動を実行して行き、安定

運転達成に向けて努力して行きます。

2023年 3月 31日

㈱徳山オイルクリ－ンセンター

代表取締役社長 長田 聖士



環境経営教育訓練実績

◇安全環境教育は、全員対象に、関係法令および環境法令教育を7月と2月度に実施しました。

第１回目：事業所で取り扱っている危険物に対する「消防法」、及び労働安全に関する「労安法」

に関して概要と法定管理者の責務について周知しました。

第２回目：廃棄物処理施設の操業運転により規制されるTOCCの環境公害関連の法規と規制値に

対する管理状況、現状値と運転設備の管理ポイントについて勉強会を実施した。

今後も 教育の年間サイクルとして、①年度方針と関係法令、②専門教育等 を計画的に実施して
いきます。

◇防災訓練は、７・１１月の労働安全週間にちなんで、危険物の漏洩事故時の対応訓練と散水テスト
を、１０月の定修工事時には、機能試験を兼ねて大型泡消火器の放射訓練を、３月の春季火災予防
運動期間に合わせ、屋外タンク貯蔵所の散水テストを行いました。

Ｐａｇｅ（21／ 26）

（１）2022年7月 教育-1

（２）2022年2月 教育-２

教育内容 「廃棄物処理施設の運転における関係法令とその対応について」

  1. 廃棄物焼却処理施設の操業により、工場より排出される環境公害関連の規制排出物排
 出箇所と規制値管理のための測定分析測定点ついて

環境公害関連の規制値については今後も運転と設備での発生要因と対応を理解した上で、
分析や測定の計画や結果について適切な対応が実施出来るように継続して行く。

教育内容 「消防法・労安法の概要について」

１．「保安四法（法令・法律）」（消防法・労安法の説明含む）について

有史の際には、法的責任を追及されるような事態となる可能性があります。常日頃から役
割を認識するとともに、安全・安定運転を目指して、事故の無い職場にしていく。



環境上の緊急事態訓練結果

Ｐａｇｅ（22／ 26）

2022年７月実施
油漏れ想定対応訓練

廃油受入作業中配管
から漏洩の対応訓練

有効性の確認は、実技にて確認。
要領書の改定なし

有効性の確認は、実技にて
確認。
要領書の改定なし

2022年1０月実施 消火器実施訓練
2023年 ３月実施 実液消防訓練

（近隣事業所の火災による散水冷却・タンクでの散水設備点検）

１．発災箇所の是正 ２.側溝の油回収

５.放流口の海上流出確認 ６. 対応後の人員・機材報告

3.ローリーによるの油回収



Ⅷ．2023～２６年度 環境経営目標一覧表

Ｐａｇｅ（23／ 26）

※赤字は実績反映による目標等見直し環境経営計画（環境目標項目）は、２０２２年度と同様

基準年
2018 2023 2024 2025 2026

◇経営に貢献する活動へ

◇2017年度ガイドラインでの更新審査

電力原単位 原単位見直し ◇不要な照明の消灯

95 130kWh/㌧以下 130kWh/㌧以下 130kWh/㌧以下 130kWh/㌧以下
◇空調温度の適正化(冷房28℃、暖房
20℃）

（kWh/㌧） ◇インバーター機器への更新

◇電灯の省エネタイプ（ＬＥＤ）への更
新

◇ボイラー定修時の清掃・整備による熱
回収維持

助燃油原単位 ◇助燃油バーナーの効率化検討

0.204 0.200以下 0.190以下 0.180以下 0.180以下 ◇廃棄物の燃える物の向上

(ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) (ｋℓ/㌧) ◇安定的高熱量助燃油の探索と確保

年間使用量 ◇現状維持管理

29,500 ◇裏面使用・裏表印刷・割付印刷の徹底

（枚） ◇電子メールの活用

埋立処分量 ◇燃え殻の再利用の調査、検討

３００㌧ 478㌧以下 478㌧以下 478㌧以下 478㌧以下 ◇新規再利用先の探索と契約実行

年間使用量 ◇現状維持管理

80,300㌧ 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 83,000 ㌧以下 ◇不要な冷却水の停止

◇回収水の有効利用の検討、調査

適正処理 ◇日常定期での設備点検不具合是正

漏洩防止 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇運転、受入時の安全作業管理

公害防止 ・巡回点検 ・巡回点検 ・巡回点検 ・巡回点検 ◇緊急時の訓練、安全活動

土壌汚染の防止 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ・緊急対応訓練 他 ◇腐食老朽化設備の更新、補修

ﾏﾆﾌｪｽﾄの管理 ◇マニュフェスト伝票のチェック

許可証の管理 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇許可証、契約書のチェック

契約書の管理
・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可証、
　契約書のﾁｪｯｸ

・ﾏﾆﾌｪｽﾄ、許可
証、
　契約書のﾁｪｯｸ

◇新法規、規制等への対応

環境規制管理値の遵守
・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

・月例点検、分析の
　確実な実施

◇月例測定・点検の確実な実施

工場周辺の美化 ◇工場廻りゴミひろい

産廃協会のボランティ活動 活動継続 活動継続 活動継続 活動継続 ◇　　〃　　除草

・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ・構内・外の清掃 ◇不法投棄物回収ボランティア活動参加

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 　（産廃協・県・市）

熱回収量22％以上

29,500 以下
（枚）

目標・手段
年度毎目標

中間審査

29,500 以下
（枚）

29,500 以下
（枚）

29,500 以下
（枚）

継続審査

熱回収量22％以上

(5)安全管理
工場

事務所

(6)法規順守
工場

事務所

(7)環境美化 事務所

産業廃棄物の削減

（燃え殻/ばいじん）
工場

(4)省資源
節水

（工水+上水）

工場

事務所

(3)廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

（コピー用紙）
事務所

継続審査

(2)省エネルギー

電力の省エネ
工場

事務所

廃熱回収 熱回収量22％以上

経営環境方針 環境目標項目 担当部署

助燃油の削減
（助燃油原単位の低減）

工場

事務所

熱回収量２２．
２％

熱回収量22％以上

中間審査
(1)環境マネージメン
トシステムの運用

エコアクション21
システム構築、運用、見直し

工場

事務所

工場



Ⅸ．202３年度 環境経営教育訓練計画
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㈱徳山オイルクリ－ンセンターにおける「環境経営方針」の徹底や関係法令を

遵守し、さらに全ての従業員自らが地球規模の環境保全の必要性を認識し、これを

日々の業務の中で実践出来る為に以下の教育計画を策定する。 また緊急時におい

ても、的確な対応を取ることが出来る様、繰り返し訓練を行っていく。

◇教 育 内 容

①2023年度社長方針「環境経営方針」

②エコアクション-21の2023年度活動目標 および 法対応について

③消防法・労安法、環境関連等安全衛生に関する教育

④異常時の実践的な対応訓練・有効性の確認・検証

◇対象者 全従業員

◇実施頻度

①教育および訓練の実施頻度 4回/年以上

②実施方法 座学 年2回

緊急対応訓練 年 2回以上

※ 漏洩等の環境異常の緊急事態を想定した訓練

◇緊急事態として、以下の状況を想定する。

・装置、タンクエリア、県有地での危険物の漏洩、火災

・貯蔵品の発熱反応等の火災等の異常事態

（１）教育訓練計画

（２）環境上の緊急事態への準備及び対応



（３）教育訓練スケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

◎ 〇

○ ○

○

○

○

○

○

〇
春定
修

〇
消防
査察

〇
秋定
修

〇
E21更
新審
査

労働安全週間に合わせて行う

定修（ＳＤＭ）時期　泡消火器放射訓練

春の火災予防週間にあわせて、消防訓練
（タンク散水テスト含む）

備考

年度の方針と課題の周知（年度振り返り）
12月上期実績

秋の火災予防週間にあわせて消防訓練

（タンク散水テスト含む）

教育内容 項　　目　　等 目　　的 頻　度 推進 対象者

基本教育 ◇2023年度活動方針 ◇2023年度の経営及び環境方針の周知 2回/年
社長

工場長
全員

安全・環境教育
◇安全衛生に関する事項
◇法規に関する事項（廃掃法）

◇消防法、労安法関連
◇廃掃法環境規制関連

２回/年 工場長
日勤班
交替班

ＳＤＭ安全教育 ◇ＳＤＭにおける安全の確保
◇2022年度ＳＤＭ工程、工事項目
◇SDMの安全作業環境の確立について

１回/年
工場長
係長

日勤班
交替班

日勤班

日勤班

交替班

交替班

安全活動
【連休対応】
　ＧＷ 及び 年末年始無災害活動

◇緊急時連絡系統の再確認
◇不在期間の明確化
◇予兆、不調機器対応の明確化

4/16～5/10
12/1～1/15

工場長 事務所

緊急時訓練 ◇緊急時の対応訓練

危険物の漏洩や、受託した産業廃棄物の
緊急事態に正しく対応できる能力を身に付
ける。
緊急時として以下を想定する
◇危険物の漏洩
◇受託物の漏洩
◇キルン周辺の異常
◇従業員の人身災害
◇その他

４回/年
日勤班・
交替班



Ⅹ．2022年度環境美化活動／ボランティア活動
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